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トピックス5　CO2排出低減効果の高いハイブリッド型建設機械
建設機械における低炭素化に向けて、エンジンと電動機の 2 つの原動機により作動するハイブリッド
型油圧ショベルの開発が進められている。我が国において、建設機械から排出される CO2 は、2002 年
時点で年間約 1,111万トンと総排出量の約 1％と推定され、そのうちの約半分は油圧ショベルによる。ハ
イブリッド型油圧ショベルでは、回生エネルギーなどを蓄電池に充電し、土砂掘削などの高負荷時に、
充電された電力で駆動する発電電動機がエンジンをアシストすることにより、エンジンの小型化・低燃費
化が実現した。従来比 25 ～ 40％の CO2 排出量を削減し、低炭素型建設機械の第1号として認定された。
今後、高出力蓄電池の小型化や電気機器のコスト低減が期待される。
我が国において、建設現場等で使用される建設機械
から排出されるCO2 は、2002 年時点で年間約1,111万
トンと総排出量の約1％と推定される。そのうちの約半
分は油圧ショベルが占めている。建設機械分野の低炭
素化対策として、エンジンと電動機の2つの原動機に
より作動するハイブリッド型油圧ショベルの開発が進め
られ、今後の普及が見込まれている。現在のところ、
世界でハイブリッド型油圧ショベルを販売しているの
は、日本企業の2社のみである。
国土交通省では、CO2 排出低減効果の高いハイブ
リッド型建設機械の普及を促進するために、2010 年 4
月より低炭素型建設機械の認定制度を開始している。
2 社の油圧ショベルは、従来機と比べて25～ 40％の
CO2 排出量の削減を実現しており、2010 年 6月21日
に低炭素型建設機械の第 1号として認定された。低炭
素型建設機械は、取得に際して日本政策金融公庫の貸
付対象となる。
油圧ショベルの基本的な動作は、土砂等の掘削、旋
回、土砂の投入などである。非ハイブリッド型油圧シ
ョベルのエンジンの出力の変動は、例えばバケット容
量 0.28m3 級の油圧ショベルでは、最大負荷の土砂掘
削時が 41kW、土砂の投入など低負荷時では18kWま
で低下する。油圧ショベルは、このような負荷の大きな
変動が短い時間に繰り返す。ハイブリッド型油圧ショベ
ルでは、油圧ショベルの旋回を制動する際に発生する
回生エネルギーを蓄電池に充電し、蓄電池に蓄えられ
た電力で駆動する発電電動機が高負荷時にエンジンの
アシストを行う。この技術によりエンジンが小型化され、
従来機より低燃費、低騒音、NOXやPMなどの有害
物質の削減が図られた。2 社のうち1社のショベルは、
低負荷時のエンジンの余剰エネルギーも蓄電池に充電
しており、エンジンの最大出力を41kWから27kWへ
小型にして、さらなる低燃費化を図っている。
車体の価格は、ハイブリッド化により付加された発
電電動機や蓄電池などの装備により、従来機と比べて
約1.5 ～ 2.3 倍と割高になっている。今後、高出力蓄
電池の小型化や電気機器コストの低減が期待される。
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図表　ハイブリッド型油圧ショベルの仕組みの例
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